
“ＳＩＭＯＮＤＯＬＬ（シモンドール）”。それは、人形作家・四谷シモンと

いう「神」の手によって生み出された、美しき人形たちのこと。 

その人形たちには、美しさはもちろん、「人形とは何か」を追求することで

自らの存在を問い続ける深遠さがあり、見ている者を独特の世界に引きずり込

む不思議な魅力があります。 

可愛いだけの「お人形」の世界を超えた“ＳＩＭＯＮＤＯＬＬ”の世界。 

大人にこそ触れてほしい世界が、ここにあります。 
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    そのほかの「人形に関する」本   

『日本の名随筆 別巻８１ 人形』 （四谷シモン／編） 

『乱歩 上』（「人でなしの恋」収録） （江戸川 乱歩／著）  

『乱歩 下』（「押絵と旅する男」収録） （江戸川 乱歩／著） 

『新・ちくま文学の森 ８』（「青塚氏の話」（谷崎 潤一郎／著）収録）  （鶴見 俊輔 ほか／編） 

『書物の王国 ７ 人形』 （『書物の王国』編纂委員会／編） ※県立図書館からの取り寄せ 

『澁澤龍彦全集 ２０』（「少女コレクション序説」収録） （澁澤龍彦／著） ※県立図書館からの取り寄せ 

など  

＊ *  ・ 貸出・予約ランキング ＴＯＰ１０ ・  * ＊ 

 

※ ２０１４年４月・５月 市内図書館４館合計 

 

毎月、各図書館で行っているテーマ展示を紹介するこのコーナー。 

今回は、中央図書館の８月テーマ展示 「涼しくなる本集めました」（怪談・ホラー特集） からピックアップ！ 

 

 『おまえら行くな。 ～北野誠の実話怪談～』 
北野 誠／著（１４７キ）竹書房 

 

 

 

 

 

 

               『黒い遭難碑』『ヒュッテは夜嗤う』 
安曇 潤平／著（９１３．６ア）メディアファクトリー 

 

 

 

 

 

 

 

 『贈る物語 Ｔｅｒｒｏｒ』 
宮部 みゆき／編（９０８オ）光文社 

 

 

 

 

 

 

 

               『黒い家』 
貴志 祐介／著（９１３．６キ）角川書店  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 紅花染め秘帳 平岩  弓枝／著 1 村上海賊の娘  上巻・下巻 和田  竜／著

2 約束の海 山崎  豊子／著 2 紅けむり 山本　一力／著

3 豆の上で眠る 湊  かなえ／著 3 鼠、狸囃子に踊る 赤川  次郎／著

4 祈りの幕が下りる時 東野  圭吾／著 4 女のいない男たち 村上　春樹／著

5 乗合船 北原  亜以子／著 5 花見弁当 和田  はつ子／著

6 虎の尾 今野  敏／著 6 恋情の果て 北原　亜以子／著

7 連写 今野  敏／著 7 そして誰もいなくなる 西村  京太郎／著

8 内通者 堂場　瞬一／著 8 青玉の笛 沢田  ふじ子／著

9 教場 長岡　弘樹／著 9 青森わが愛 西村  京太郎／著

10 仮面同窓会 雫井　脩介／著 10 長生きしたけりゃふくらはぎをもみなさい 槙　孝子／著

貸　出 予　約

『ＳＩＭＯＮＤＯＬＬ（シモンドール）』 
四谷シモン／著（７９５ヨ）求龍堂 

人形を純粋な魂の容れ物にしたいという願望があるのか

もしれない――。 

 

 
図書館 

だより 

 幽霊マンション、千日前のビル、明石海峡大橋、H トンネルなど、全国のホラ

ースポットを北野誠が取材！ 著者自らの体験談と､著者に寄せられた体験談を

再現して収録した実話怪談の数々を読むと、「行くな」と言われなくても近寄りた

くない！と思います。 

……それでも、怖いもの見たさで読みたくなってしまうのだから、怪談とは不

思議なものですよね。 

テーマ展示  図書紹介  

冬の閉ざされた山小屋の一室、初夏の緑が瑞々しい登山道、廃墟となったスキ

ー場……。開かれた外界でありながら、閉ざされた地となりうる山という「異界」

の怖さを体験できる１冊です。 

それもそのはず、著者の安曇潤平さんは知る人ぞ知る山岳怪談のプロフェッシ

ョナル。山の情景描写に素晴らしいものがあり、山の中にいるような不思議な臨

場感があります。 

 海外のホラー小説と言えば、スティーブン・キングの『呪われた町』や『シャイ

ニング』などが名作として挙げられますが、キングの作品以外にも魅力的な傑作

がたくさんあります。本書は、古典・有名作品を中心とした短編集で、珠玉の１４

編をまとめて堪能できます。例えば、ほかの本やゲームでも引用されることが多

い「猿の手」（Ｗ・Ｗ・ジェイコブズ）や、ＳＦ作家として有名なフィリップ・Ｋ・

ディックの「変種第二号」が収録されています。宮部みゆきの選書に脱帽！ 

 生命保険会社に勤める主人公は、ある日、顧客の家に呼び出され、期せずして

子供の首吊り死体の第一発見者になってしまいます。ほどなく死亡保険金が請求

されますが、顧客の不審な態度から他殺を確信し、独自調査に乗り出します。そ

こに、信じられない悪夢が待ち受けていることも知らずに……。 

 幽霊・怪奇は一切無し。描かれるのは、「普通の生活」を送っていたはずの自分

にふりかかる狂気――。結局、一番怖いのは人間なのではないでしょうか。 

 

＊ テーマ展示 実施予定 一覧 ＊                               ※掲載している以外の展示も実施します。 

  ７月テーマ展示 ８月テーマ展示 

中央 
一般「歴代芥川賞・直木賞受賞作品」 

児童「つくってみよう やってみよう」 

一般「涼しくなる本あつめました」（怪談・ホラー特集） 

児童「こわい本」 

花矢 一般「健康づくり」 児童「冒険物語」 一般「夏を乗り切る」 児童「この本よんだ？」 

比内 一般・児童共通「スポーツを楽しもう！」 一般「涼をもとめて」 児童「夏だ！」 

田代 一般「映画・ドラマの原作本」（ＮＨＫ編） 一般・児童「文化を知って旅に出よう」 

 



イ  ベ  ン  ト  情  報  

 「むか～し、むかし、秋田の話っこ」 
 

読み聞かせボランティア 白根奎子さんによる、方言を

交えたおはなし会を行います。ぜひいらしてください。 
 

◆８月１日（金） １０：３０～１１：３０ 

◆花矢図書館 児童室 

 期間限定！ 工作コーナー 
 

 比内図書館の中に、夏休みの期間中、工作コーナーを

設置します。お子様と一緒に、工作コーナーでものづく

りを楽しみませんか？ 
 

◆夏休み期間中 

◆比内図書館（比内公民館内） 

 第２回「夏休み親子お金教室」 
 

 昨年、大好評だった「夏休み親子お金教室」。今年は、

日本銀行秋田支店とも協力し、１億円の重さ体験や、紙幣

の偽造防止技術の紹介なども行います。（要申込） 
 

◆８月２日（土） １３：３０～１５：００ 

◆中央公民館 １階 第２研修室 

※くわしくは中央図書館までお問い合わせください。 

 「夏休みワクワクドキドキおはなし会」 
 

読み聞かせボランティア「おはなしの森」の皆さんと

高校生が、幼児～小学校低学年を対象にした絵本の読み

聞かせを行います。ぜひいらしてください。 
 

◆８月５日（火） １０：００～１１：００ 

◆中央図書館 １階 児童コーナー 

 定例おはなし会のお知らせ 
   

◆中央図書館 第１・３金曜日 １０：３０～ 

◆花矢図書館 第２水曜日   １０：３０～ 

※日程が変更となる場合もあります。 

 くわしい情報はこちらでも！ 
   

◆図書館ＨＰ      http://lib-odate.jp/ 

◆図書館ブログ     http://lib-odate.blogzine.jp/ 

◆図書館 twitter    https://twitter.com/lib_odate/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 中央図書館では、７月１５日（火）より、第４５回大館市

読書感想文コンクールの作品を募集します。 

「読書感想文」と聞くと、「学校で仕方なく書かされたもの」

というイメージがある方も少なからずいらっしゃるのではな

いでしょうか。しかし、本を読んで感じたことや考えたこと

をあらためて言葉にしてみると、自分でも気付いていなかっ

た「想い」を知ることもできます。 

本の魅力をほかの人に伝えるために、自分を再発見するた

めに、未来の自分に「今の自分」を伝えるために……。大人

の方も、久しぶりに読書感想文を書いてみませんか？ 

 

 

 

中央図書館の正面玄関から真直ぐ歩くと、すぐに見えてくるのが一心院。佐竹家の国

替えに伴い常陸国から移った、由緒ある浄土宗の寺院です。 

 古いお寺や神社でいいなぁと思うのは、大きな木があることです。できれば広葉樹・

落葉樹もあると風情があっていいですね。一心院の墓地には、桜、モミ、イチョウ、さ

らには一際大きいケヤキなど、いろいろな樹木がそびえています。戊辰戦争で本堂が焼

け落ちたそうですが、これらの木々は、その後植えたものでしょうか、それともその前

からあるのでしょうか。住職に聞けば分かるでしょうが、いいんです、何百年も墓地を

見守ってきたと思っていたいから。 

 たとえば墓地の入口付近にあるモミの木は、落雷により上半分が折れています。とこ

ろがその時折れた幹は、密集しているお墓を一切傷つけずに落ちたとのこと。年を経た

生き物には何かがある、と感じさせるエピソードです。 

 心が落ち着かないとき、一心院の樹木に会いに行くことがあります。近くに行って樹

冠を見上げると、気持ちがずいぶん落ち着きます。空を見ることと背伸びすること、人

にとって大事なことに思えます。 

◎こんな時に読みたいのは…内海隆一郎＋谷口ジロー『欅の木』（小学館文庫） 

大館市立図書館館長・図書館だより発行人 野呂陽一 

 

＊ ＊ 大館市立図書館利用案内 ＊ ＊ 

【 中 央 図 書 館 】 
○開館時間 

  火～金  ９：３０～１９：００ 
  土日祝  ９：３０～１７：００ 
○休館日 
 月曜日（祝日含む）、年末年始、蔵書点検期間 
○貸出冊数 
 本・雑誌 あわせて５冊まで ２週間 
 紙 芝 居 ５巻まで ２週間 
○電話番号 
 ０１８６－４２－２５２５ 

【 花 矢 図 書 館 】 
○開館時間 
 火～金  ９：００～１９：００ 
 土 日  ９：００～１７：００ 
○休館日 
 月曜日、祝日、年末年始 
○貸出冊数 
 本・雑誌 あわせて５冊まで ２週間 
 紙 芝 居 ５巻まで ２週間 
○電話番号 

 ０１８６－４６－１５５７ 

【 比 内 図 書 館 】 
○開館時間 
 火～金  ９：００～１９：００ 
 土 日  ９：００～１７：００ 
○休館日 
 月曜日、祝日、年末年始 
○貸出冊数 
 本・雑誌 あわせて５冊まで ２週間 
 紙 芝 居 ５巻まで ２週間 
○電話番号 

 ０１８６－４３－７１４２ 

【 田 代 図 書 館 】 
○開館時間 
 火～金  ９：００～１９：００ 
 土 日  ９：００～１７：００ 
○休館日 
 月曜日、祝日、年末年始 
○貸出冊数 
 本・雑誌 あわせて５冊まで ２週間 
 紙 芝 居 ５巻まで ２週間 
○電話番号 

 ０１８６－４３－７１２７ 
※ 図書館だより「プラス・ワン」の中で使用している図書の表紙画像は、各出版社からの使用許可を得て掲載しております。 

 ＊ 秋田県図書館協会大会で、野呂館長が事例発表を行いました ＊ 
 ６月１３日（金）に、秋田市にて「平成２６年 秋田県図書館協会大会」が行われま

した。秋田県内の図書館員や図書館関係者が一堂に集まる年１回のこの大会で、当館の

野呂館長が「指定管理者制度導入とサービス改善の取り組み」と題して事例発表を行い

ました。秋田県で初めて指定管理者制度を導入した大館市立図書館。「どんなところが運

営しているのだろう？」「どんな取り組みをしているのだろう？」と注目が集まるなか、

事業団の特長や、今後の方針を熱く語ってきました。 

第５回 予約の連絡って電話だけ？ 

Ｑ．よく本を予約していますが、図書館からの電話になかなか出られません……。良い方法はありませんか？ 

A．予約の連絡はＥメールでも受け取れます！ 

 日々慌ただしい現代人。「ご予約の本や雑誌がご準備できました」という電話に、なかなか出られない！とい

う方も多いのではないでしょうか。そのような時のお役立ちツールが、「予約の連絡のＥメール配信」。予約の連絡

をＥメールで受け取れるので、電話に出る時間や手間が一気に解消できます。 

 予約連絡のＥメール配信をご希望の方は、まずは「仮パスワード申込書」に必要事項を記入し、身分証明書と

一緒にカウンターまでお持ちください。仮パスワードを受け取ったら、あとは大館市立図書館のＨＰにログイン

し、Ｅメールを登録します。 

Ｅメールの登録後は、図書館のカウンターやインターネット上で本や雑誌を予約するときに、連絡方法を「Ｅ

メール」にするだけ。これで電話の長～い呼び出し音とサヨナラです！ 

（詳しくは、図書館職員にお問い合わせ、または http://www.lib-odate.jp/pass.htm を参照して下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 募集要項 ＊ 

【対象】大館市に在住、または通勤・通学している方 

【部門】「一般（１５歳以上）の部」と「高校生の部」 

【様式】２０字×２０行の原稿用紙５枚 

   （パソコンで書く場合、縦書き２０字×２０行で５枚） 

【締切】９月１６日（火）（当日消印有効。メールでも可） 

【備考】入賞者には賞状と賞品を、応募者（入賞者を除く） 

全員に記念品を差し上げます。 

 

 


